
施
設
管
理
業
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
の
振
返
り
と
今
後
の
展
望

三
井
物
産

フ


サ
イ
ト

山
本
社
長
イ
ン
タ
ビ



従
業
員
の
感
染
防
止
と

消
毒
サ

ビ
ス
を
並
行

コ
ロ
ナ
後
に
期
待
さ
れ
る

ス
ポ

ツ
の
盛
り
上
が
り

施
設
管
理
か
ら
展
開
拡
大

エ
ネ
ル
ギ

と
そ
の
先
へ

ＬＥＸＵＳ、新型「ＥＳ」発売

優れた先進予防安全技術採用

フォーナインに「ウォッカトニック」

サッポロのストロング缶チューハイ

日東紅茶初の機能性表示食品

「ＧＡＢＡ入りロイヤルミルクティー」

本
店
営
業
部
を
新
設

支
店
を
移
転
・
統
合

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀
行

芦
屋
支
店
来
年
２
月
移
転

福
岡
支
店
を
移
転

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券

人
事
異
動

東

芝

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ

三

井

化

学

三
井
住
友
建
設

ES300h（バージョンＬ）

　トヨタ自動車は、LEXUS新型「ES」を全国
のレクサス店を通じて８月日に発売した。
　LEXUS独自の手法により、リヤサスペン
ションメンバーブレースの剛性を高め、高速
のレーンチェンジなどのシーンにおける操縦
安定性を向上。加えて“F SPORT”に新型
のアクチュエーターを用いた最新鋭のＡＶＳ
を採用することにより、減衰力の低減や可変
幅を拡大することで上質な乗り心地と操舵応
答性の向上を両立した。さらに、進化したLe
xus Safety System+などの先進安全技術を
積極的に採用し、より安全に運転を楽しめる
ことを目指した。
　メーカー希望小売価格は、万円～万
円（％消費税込み）。

　サッポロビールは高アルコール度数のスト
ロング系缶チューハイ「．」（フォーナイ
ン）に「クリアウォッカトニック」＝写真＝を
加えて月９日から数量限定発売する。
　フォーナインは純度．％の高純度ウォ
ッカを使用したサッポロの高アル缶チューハ
イシリーズ。定期的に数量限定品を発売して
いる。「クリアウォッカトニック」はウォッカ
ベースのカクテル・ウォッカトニックのほの
かな酸味や苦み、キレのある味わいを楽しめ
る。アルコール度数は９％。参考価格（税別）
は、ml缶が円、ml缶が円。

　三井農林は、日東紅茶初の機能性表示食品
となる粉末飲料の「ＧＡＢＡ入りロイヤルミ
ルクティー」＝写真＝を新発売した。
　同社の調査により粉末飲料は「疲れた時」
や「体が冷えた時」に飲まれる傾向があると
して、よりニーズに応える商品を目指した。
スティック１本につき、一時的な精神的スト
レスや疲労感を緩和する機能を持つアミノ酸
の一種「ＧＡＢＡ」をmg配合している。
ミルクティーの味はそのままに、味覚と成分
の両面からの癒しを届ける。１箱にスティッ
ク５本入り。希望小売価格は円（税別）。

（５） 第３３１３号（毎週木曜日発行）令和３年１１月４日（木曜日）

　
オ
フ

ス
や
商
業
ビ
ル
な
ど
の
施
設
管
理
事
業
を
柱
に

ス
ポ

ツ
チ

ム
と
そ
の

本
拠
地
の
一
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

関
連

施
設
の
管
理
も
手
掛
け
る
三
井
物
産
フ


サ
イ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
や
エ
ン
タ

テ
イ
ン

メ
ン
ト

エ
ネ
ル
ギ

イ
ン
フ
ラ
の
裏
方
と
し
て
社
会
活
動
を
支
え
る
同
社
の
山
本
佳

弘
社
長
に

コ
ロ
ナ
禍
の
二
年
と
今
後
を
聞
い
た

　
　
　
　
　
　
　
︵
佐
藤
佑
樹
︶

　
　
　
　
︵

月
１
日
付
︶

産
業
シ
ス
テ
ム
事
業
部
車
載

モ

タ
技
術
部
シ
ニ
ア
マ
ネ

ジ


兼
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
事
業
推
進
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ン
タ

ｅ

ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
技
術
部

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ


︵
産
業

シ
ス
テ
ム
事
業
部
車
載
モ
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タ
営
業
部
シ
ニ
ア
マ
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ジ



兼
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム

事
業
推
進
セ
ン
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ｅ
ド
ラ

イ
ブ
シ
ス
テ
ム
営
業
部
シ
ニ

ア
マ
ネ
ジ


︶

　
　
　
　
　
　
松
山
慎
一
郎

府
中
事
業
所
技
術
・
情
報
シ

ス
テ
ム
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ



︵
府
中
事
業
所
技
術
・
情

報
シ
ス
テ
ム
部
情
報
シ
ス
テ

ム
担
当
エ
キ
ス
パ

ト
︶

　
　
　
　
　
　
鳥
谷
　
明
雄

　
　
　
　
︵

月
１
日
付
︶

三
井
化
学
功
能
複
合
塑
料


上
海

有
限
公
司
社
長
︵
三

井
化
学
功
能
複
合
塑
料

上

海

有
限
公
司
︶

　
　
　
　
　
　
伊
左
治
康
博

同
公
司
社
長
を
解
く

　
モ
ビ
リ
テ

事
業
本
部
機

能
性
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
事
業
部

長
　
　
　
　
　
中
村
　
恒
星

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
本
部
企
画

管
理
部
︵
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業

本
部
不
織
布
事
業
部
衛
材
Ｇ

Ｌ
︶
　
　
　
　
引
地
　
隆
人

同
本
部
不
織
布
事
業
部
衛
材

Ｇ
Ｌ
︵
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
本

部
不
織
布
事
業
部
産
材
Ｇ

Ｌ
︶
　
　
　
　
佐
座
　
規
仁

　
　
　
　
︵

月
１
日
付
︶

　
◇
機
構
改
革

　
▽
﹁
取
締
役
会
事
務
局
﹂

を
取
締
役
会
直
轄
組
織
と
し

て
新
設

　
◇
人
事
異
動

管
理
本
部
副
本
部
長

取
締

役
会
事
務
局
長
︵
管
理
本
部

副
本
部
長
︶

　
執
行
役
員
　
清
水
　
　
修

　
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀
行︵
荻

野
浩
三
社
長
︶は
﹁
本
店
営

業
部
﹂を
三
井
住
友
銀
行
東

館
四
階
に
一
一
月
二
二
日


新
設
す
る
ま
た
同
日
大
手

町
支
店
を
同
部
内
に
移
転

し
イ
ン
タ

ネ

ト
支
店

を
統
合
す
る
さ
ら
に
日
本

橋
支
店
と
千
葉
支
店
を
一

二
月
一
三
日
に
同
支
店
に
統

合
す
る
大
手
町
支
店
の
新

住
所
は
〒
一
〇
〇

〇
〇
〇

五
　
東
京
都
千
代
田
区
丸
の

内
一

三

二
　
三
井
住
友

銀
行
東
館
四
階
︵
本
店
営
業

部
内
︶

電
話
番
号
は
〇
三


三
二
一
五

〇
〇
五
一
で

移
転
前
と
変
更
な
し


　
各
支
店
に
お
け
る
登
録
店

舗
名

店
番
号

口
座
番
号

の
変
更
は
な
い

自
動
引
落

し
や
給
与
振
込
な
ど
の
変
更

手
続
き
も
不
要


　
ま
た
同
社
は

兵
庫
県
芦

屋
市
の
芦
屋
支
店
を

来
年

二
月
に
移
転
す
る

移
転
先

は
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
北
口
前

ラ

ポ
ル
テ
西
館
の
三
井
住
友
銀

行
内
二
階

二
月
四
日
ま
で

現
店
舗
で
営
業
し

七
日
に

新
店
舗
で
営
業
を
開
始
す

る

店
舗
名
や
店
番

電
話

番
号
は
変
更
し
な
い


　
移
転
に
伴
い

窓
口
で
の

円
現
金
の
取
扱
・
両
替
と
公

共
料
金
支
払
を
終
了
す
る


同
社
で
は
円
現
金
に
つ
い
て

は
Ａ
Ｔ
Ｍ

公
共
料
金
は
自

動
引
落
し
の
登
録
を
勧
め
て

い
る


　
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
︵
近

藤
雄
一
郎
社
長
︶
は

福
岡

支
店
を
移
転
し

一
一
月
二

二
日
か
ら
新
店
舗
で
営
業
を

開
始
す
る


　
▽
新
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〒
八
一
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
○
○
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一
　
福
岡
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福
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

二
○
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ビ
ジ
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ス
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ン
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四
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現
所
在
地

〒

八
一
○

○
○
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福
岡

県
福
岡
市
中
央
区
天
神
一


一
四

四
︶

　
▽
代
表
電
話
番
号

○
九

二

七
一
一

二
三
一
○

︵
変
更
な
し
︶

　
▽
新
店
舗
営
業
開
始
日


一
一
月
二
二
日

　
※
現
所
在
地
で
の
最
終
営

業
日
は

一
一
月
一
九
日


　
コ
ロ
ナ
で
テ
レ
ワ

ク
が

浸
透
す
る
一
方

施
設
管
理

は
現
場
作
業
が
不
可
欠
で
人

と
の
接
触
が
避
け
に
く
い


三
井
物
産
フ


サ
イ
ト
は

は
こ
れ
ま
で

従
業
員
の
感

染
防
止
に
注
力
し
な
が
ら
感

染
者
発
生
時
の
消
毒
作
業
を

担

て
き
た


　
﹁
当
社
従
業
員
の
感
染
で

施
設
管
理
の
人
員
が
足
り
な

い
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う


真

先
に
社
内
向
け
の
感
染

防
止
に
注
力
し
た

マ
ス
ク

や
消
毒
液
を
支
給
し

従
業

員
を
励
ま
す
た
め
に
一
時
金

の
支
給
も
行

た

お
か
げ

で
社
内
の
感
染
者
は
だ
い
ぶ

抑
え
ら
れ

約
九
○
〇
名
の

従
業
員
に
対
し
累
計
の
感
染

者
は
一
桁
程
度
だ
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初
期
の
対
策
は
手
探
り
状

態
で

エ
レ
ベ

タ

や
ド

ア
ノ
ブ
な
ど
手
が
触
れ
や
す

い
箇
所
の
定
期
消
毒
か
ら
始

め
た

テ
ナ
ン
ト
で
感
染
が

発
生
し
た
場
合
の
消
毒
サ


ビ
ス
は
で
き
る
だ
け
報
告
を

受
け
た
日
の
う
ち
に
完
了
さ

せ
る

最
近
で
は
テ
ナ
ン
ト

も
対
応
に
慣
れ
て
き
た
が


消
毒
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
け
れ

ば
相
談
に
お
応
え
す
る
し


空
気
清
浄
や
抗
ウ

ル
ス
コ


テ

ン
グ
な
ど
対
策
も
増

え
て
い
る

消
毒
方
法
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
も
含
め
た

衛
生
講
習
な
ど

安
全
安
心

を
高
め
る
活
動
を
続
け
る


　
コ
ロ
ナ
対
策
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
が
抑
え
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り

コ
ロ
ナ
後

に
は
社
会
的
に
感
染
症
対
策

の
考
え
方
が
変
わ
る
だ
ろ

う
﹂


　
ま
だ
油
断
は
で
き
な
い
が

コ
ロ
ナ
後
は
商
業
施
設
や
ス

ポ

ツ
観
戦
に
人
が
戻
る


三
井
物
産
フ


サ
イ
ト
は

プ
ロ
野
球
の
広
島
カ

プ
や

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

プ
ロ
バ

ス
ケ
の
ア
ル
バ
ル
ク
東
京
や

シ

ホ

ス
三
河
な
ど
の
チ


ム
が
持
つ
施
設
の
管
理
と

と
も
に
ス
ポ
ン
サ

管
理
や

イ
ベ
ン
ト
企
画
も
手
掛
け
て

お
り

感
染
再
拡
大
の
防
止

と
興
行
の
バ
ラ
ン
ス
を
保


た
事
業
運
営
が
不
可
欠
だ


　
﹁
例
え
ば
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

ア
ム
で
は

看
板
広
告
の
ス

ポ
ン
サ

探
し
だ
け
で
な
く

企
業
の
冠
試
合
に
お
け
る
始

球
式
支
援
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

の
イ
ベ
ン
ト
支
援
も
行
う


他
の
チ

ム
で
も
ノ
ベ
ル
テ


の
手
配
を
し
た
り
ホ

ム

ペ

ジ
を
作

た
り
な
ど
客

先
と
相
談
し
な
が
ら
企
画
を

練
り

集
客
に
努
め
て
仕
事

の
間
口
を
広
げ
て
い
る


　
ス
ポ

ツ
施
設
の
管
理
か

ら
チ

ム
経
営
の
サ
ポ

ト

に
参
画
し

バ
ス
ケ
で
は
新

し
く
ア
リ

ナ
を
造
る
話
も

あ
る
な
ど

施
設
管
理
の
仕

事
も
拡
大
が
期
待
さ
れ
る


コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ポ
ン
サ

の

辞
退
が
あ
る
か
と
思

た
が

最
小
限
に
留
ま

て
い
る


と
は
い
え

コ
ロ
ナ
禍
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
と
い
う
課
題

は
継
続
し
て
い
る

ス
ポ


ツ
チ

ム
は
リ

グ
の
基
準

に
従
い
コ
ロ
ナ
対
策
を
行


て
お
り

ま
ず
は
そ
れ
を
し


か
り
と
サ
ポ

ト
す
る


加
え
て

複
数
チ

ム
の
支

援
で
培

た
効
果
的
な
対
策

ノ
ウ
ハ
ウ
を

リ

グ
・
チ


ム
を
超
え
て
提
案
し
て
い

き
た
い
﹂


　
三
井
物
産
フ


サ
イ
ト

の
源
流
は
三
井
物
産
と
日
本

鋼
管︵
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
︶そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
管
理
会
社
に
あ
る
た

め
エ
ネ
ル
ギ

関
連
施
設

へ
の
知
見
も
深
い
現
在
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
や
太
陽
光
発

電
な
ど
の
施
設
管
理
を
手
掛

け
て
い
る
ほ
か
今
後
は
一

般
施
設
を
対
象
に
エ
ネ
ル

ギ

供
給
側
の
管
理
ノ
ウ
ハ

ウ
を
踏
ま
え
た
需
用
者
側
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
図
る


　
﹁
お
台
場
な
ど
の
東
京
臨

海
部
は
電
気
・
ガ
ス
・
上
下

水
・
ゴ
ミ
も
地
下
ト
ン
ネ
ル

を
通
過
す
る

冷
温
水
を
使

い
地
域
全
体
で
熱
を
最
適
化

す
る
﹃
地
域
熱
供
給
﹄
と
い

う
仕
組
み
も
あ
り

当
社
は

そ
の
管
理
を
担

て
い
る


　
最
近
で
は
施
設
管
理
と
エ

ネ
ル
ギ

を
結
び
つ
け
た
仕

事
も
始
め
た

建
物
を
建
て

る
際
に
必
要
な
受
電
・
熱
源

設
備
を
オ

ナ

に
変
わ


て
当
社
が
負
担
し

毎
月
の

施
設
管
理
費
用
に
設
備
費
用

も
上
乗
せ
し
て
支
払

て
も

ら
う
と
い
う
も
の
で

お
客

様
と
の
信
頼
関
係
に
も
と
づ

く
長
期
的
な
取
り
組
み
が
可

能
で
あ
り

従
来
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
掛
け
合
わ
せ
て
事
業
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る


　
コ
ロ
ナ
の
消
毒
サ

ビ
ス

も
本
業
か
ら
の
派
生
で

今

後
も
事
業
環
境
の
変
化
に
あ

わ
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
図

る

三
井
グ
ル

プ
に
お
い

て
も

力
に
な
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
声
が
け
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
﹂



